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刊行 にあたって

高梨氏館跡は全国的にみても、極めて保存状態の良い館跡 と

して知 られております。中野市ではこの高梨氏館跡を大切な文

化財として保存するとともに 「高梨氏館跡公園」として利用し

て頂 くために、整備を進めております。

今回の調査は公園の整備に先立ち、遺跡の様子 を明らかにし、

保存 していくための資料を得るために実施 しました。

本報告書が高梨氏館跡保存の一助 となり、郷土の歴史につい

て、より一層の理解や関心を深めて頂 く機会になれば幸いです。

なお、本書の作成にあたっては湯本軍一先生をはじめ関係各

位か ら、多 くのご指導を賜 りました。あつ く御礼 を申し上げて

刊行のあいさつ とします。

平成7年3月

中野市教育委員会

教育長 小林 治己



緒 言

鉢 報告書は中野市小館に所在する高藁氏鋤 東側小。の

調査報告書で ある。

2.調 査 は 「高梨館跡公園」 として整備す ることにともな うも

ので ある。

3.調 査 は中野市教育委員会 が実施 した。

4.本 調査報告書 は湯本軍 一が監修 し、檀原 長則が執筆 した。

5.調 査報告 は概報 も含めてすでに4回 な されてい る。
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第1章 今までの調査の概要と成果

第1節 堀 と 土 塁

館 跡 は現状 で は方形 単郭 で、 「館 まわ り」 の家

臣などの屋敷跡や、防御施 設 は確認 されていない。

館 の堀 まで含 めた規模 は東西約130m、 南北約100

mで 、土塁 は四周 に残 ってい る。 しか し、後世 に

改変 をうけた ところがあ り、近世 ～現代 に積 まれ

た石積 もある。

土塁は内部か ら1～3mの 高 さで残 り、残存 の

よい所 の土 塁基 底幅 は10mで あ る。堀 幅 は6～

8.5mで ある。堀底 か ら残存 土塁 の頂部 までの垂

直塁壁 高 は、7.4m(実 効塁 壁高11m)に 達す る

所 もある。土塁 の断ち割 り調 査で は、中心に築地

塀 をつ つ み 込 ん だ 土 塁 が南 面(側)に あ っ た

(1989年 調査)。 築地塀 の時期、 これ に両面 か ら盛

土 した時期、全面に堀 の土砂 を掻 き上げて、堀 と

土塁の防備 を強化 した時期(現 状の姿)の 、3段

階の画期 を認 めることがで きる。

1北 面 中央 の土塁(1990年 調査)

内側 中段 に石 積が あり、土塁の半 分の高 さまで

は、版築 による砂 質土 と暗褐 色土の瓦層 とか らな

ってい る。上部は掻 き上 げで高 さを増 す、2時 期

の改 築 が予想 され る。北 面東 よ りの土 塁 の調査

(1990年)で は、基層 に直 角方 向の砂利 を含 まな

い砂壌土 による土盛 が あった。 ここに石積 や炭 ・

灰層が あり、 中段 に石積 を伴 う、掻 き上 げ土砂 に

よる土塁が構築 されてい る。 ここで も2時 期 の重

複が確認 される。

2東 面北 の土塁(1990年 調査)

掻 き上 げ土砂 の下 に砂礫 の締 まった土層 が約80

cm、 砂利 層が20cm、 砂壌土 の締 まった層 が約lm

ある。その下層 には径30～40cmの 川原石の面 を内

側 に揃 えた石列 の下部遺構 がある。 これは内面の

発掘遺構面 と同一で あった。

四周す る堀 の断面 は、U字 形 また はV字 形 で、

石積 な どは施 さず、素掘 で、空堀 とみ られてい る。

しか し西面北 の小 口土橋 と、東面小 口の土橋 は同

じレベルであ り、東小 口東の道の北側 には東へ流

れ る溝 を伴 ってお り、夜 間瀬川の乱流 に備 えた も

のか とも見 られ る。

第2節 小 口

館 の出入 り口の小口(虎 口)は 、今 までの調査

結果 では、すべて(平 入 り)の 形式 をとってい る。

今回再調査 した東面 の小 口を除いて報告 す る。

1西 面の北小 ロ(第3図)

ここは土橋 を伴 ってい る。土橋 南は、上 に近 ・

現代 の石積が あ り、下 に中世の石 積が残 り、根石

面か らテラスをつ く り、 さらに堀 は深 くなって い

る。調査時点(1989・90年)の 土 塁頂部(垂 直塁

壁)ま での高 さは、6.3mの 落差 が ある。堀 幅 は

9m、 この東 の土塁 の敷 は約9.5mで あ る。土 橋

の幅 は小口の幅 とほぼ同 じ3m弱 で、北側 は積み

石大 の石 が崩落 していた。黄色粘土 がみ られたが、

石積 の存在 は明確 にで きなかった。

小 口の北側 は、前面に後世 の石積 が積 まれ、現

行の通路が狭 くなっていた。 この石積 を取 り除い

て、 中世の石 積 を発掘調査 した。小 口南側 は崩落

土 を取 り除いた段 階で、中世の石積 が現れ た。 こ

の石積 は高 さ約1m、 長 さ8.3m残 存 し、内部 は

直角 で西面(側)土 塁内側 の石積 に連続 してい る。

しか しこの石 積の 門の礎石 の所 か ら外部 にか け

て、約30m狭 めて二重 に石積が ある。 これ は隙 間

か ら侵入 を防 ぐ目的 とみ られ る。

北 側 の石 積 は高 さ約1m、 外部 か ら長 さ7.8cm

の所 まで直線 で、 ここか ら外側 へ20度 折 れてか ら

5.8mの 距離 で直 角 に曲が り、土 塁 中段 の石 積 に

接続 してい る。

小 口の両側 壁石積問(幅)は 、3.1m前 後 あ り、

内部 は前記 したよ うに広 くなってい る。 この小 口

の外 よ りの所 に門の礎石が4基 あ る。外側 の礎石

2基 は面径50×80cmと 大 きく、内側の礎石2基 は

35×45cmほ どで小 さい。内側 の礎石 間には面 を内

側 に揃 えた石列が あった。外側の礎石間の 中央 に

は 「蹴 放 し」(門 出入 り口の扉 の下 にあって溝の

無い敷居、上 は媚 《まぐさ》)の 石 があった。 こ

この層位は表層 の敷 き砂利面 と堆積土30cm、 下 に

1層 の遺構面 が あり、礎石面 に壁土(大 壁)・ 炭

片 ・鑓(か すがい)な どが見 られた。 この門の規

模は、門の扉 をささえる柱の径が推定30cm、 柱の
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第1図 高梨氏館跡の位置
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第2図 館跡主要部の遺構配置図
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第3図 西側土塁の小口

間の距離 は2.7m、 奥行 き2mで ある。

2西 面土塁南小 ロ(第3図)(1989年 調査)

この小 口の西側 には、堀の中に不動堂 があって、

現在個 人所有 にな ってい るため、小 口の奥行 きを

館内部か ら6m調 査 しただけで ある。 したがって

堀側 の遺構 は不明で ある。 しか し現況 か らみ るだ

けで は土橋 の有無 は明 らかで ない。調査前 ここは

土塁が低 くなっていて、復原整 備 を始 め ると山石

の 土 塁 石 積 が露 出 した の で 、緊 急 に調 査 した

(1989年)。 小 口側壁石積の残 りは根石 のみで、長

径1mを 超 す石 もあった。館内側 の土塁側壁 には

山石 が使われて お り、構 築当初 はかな り重視 され

た小口だった ようである。

北へ2mの 土塁 に、小 口 と平行 して、暗渠(幅

75cm、 高 さ60cm)排 水の施設が ある。南内側石積

の角 は直角で あるが、丸 く開いてい る積石 の残 り

は悪い。

小 口の幅 は約4.2cmを 測 り、側 壁南石 積の面 か

ら中心へ1mの 位置 に河 原石 を並べた、幅10～15

cm、 長 さ5.2mの 蓋石の ある排水溝 があった。

この小口の大部分 は、後 によそか ら運 ばれて き

た石で埋 ま り、安定 した黒色 を呈 す る土層 は遺構

面上 か ら10cm位 で あった。遺構面には鉄釘 と、木

材の炭化 した もの が多数散乱 していた。 しか し礎

石 などは検 出 されず、調査期間が限 られていた関

係 もあって、礎石 の抜 き穴 、柱穴 などは検 出で き

なかった。 ここは埋め戻 し保存 して ある。

3南 面の東小 口(1990年 調査)

庭 園の南東 に位置 する小 口で、発掘前 か らここ

の土塁部分 に3mの 矩折部 があ り、庭園 が南 に約

3m広 がって いた。 ここの土塁 は内側か らの高 さ

は低 くなっていた。 これは防備 には弱点 となるが、

庭 園の修景の ため との見方 がある。 この矩折部 に

は、庭石 の破片 、五輪塔の地輪3、 火輪1、 不 明

加工石 などが、大小の河原石 に混 じって検 出 され

たが、後 に人為的 に埋 め られ た もの とみ られ る。

ここは西か ら続 く土塁の土留石積 が長 さ6.5m、

高 さ0.6mが 残 ってい た。東側 には縦横50cmの 水

路 の石積 が あ り、土塁 の部分 には長 さ1.5mに も

及ぶ平盤石 が2枚 架設 されていた。 この東側の遺

構 の残 りは悪 く、残 っていた石 などか ら推 定 して、

約3mの 小口幅 を想定 している。

この南の堀側 に石積 が長 さ11mに わた って積 ま

れ、その堀の 中にかわ らけが集 中して検 出 された。

中には重 なった もの もあったが油煙 のつ い たもの

は無 かった。 さらに橋の存在 について調査 したが、

確認 には至 らなかった。

4築 地塀跡(1989年 調査)

現在通用口 になってい る南 入口にあ り、当初 は

正面(大 門)と の予想の もとに発掘 した。 しか し、
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結果 的にそ うではない ことが判明 した。 この入口

の土塁両袖 に、新 しい石積が あり、 これ を取 り去

って調 査 した。 この時の観 察 によれば、土橋 部分

は層序 をな さず、後世 に埋 め られて土橋状 になっ

たもの と推定 され る。土橋 の左右 を掘 り下 げた発

掘の所見で は、西側の石積 には、根石 に火熱 を受

けた径1m近 い石が積 まれ、黒土堆 積層の上 に据

え られてい た。東側の石積 は さらに新 しい手法で

積 まれ、近世以降 に開削 ・構築 された ことが推定

され る。 これ には稲荷社の祭祀の関係がか らんで

いると推測 され る。

南入 口両側の新 しい石積 を取 り除 き掘 り下 げる

と、中央部分のわず かな ところを除いて 白色土の

散在 が認 め られ た。左右の土塁 がほぼ旧状 をとど

めて いる位置 まで堀 り進 むと、築地塀の跡が土塁

の巾心 に現 れた。幅1.2m、 高 さ2.2mを 測 り、頂

部 は崩れて丸 くな り、内側 に漆喰(白 土)が 塗 ら

れていた。 この築地塀 に内部の全容不明の地下遺

構 、小 さい池庭 と思 われ る遺構か ら続いて配石が

連 なってい た。

この築地 塀下 層 の鉄 分 の含 まれ た堆積 土 の 中

に 、炭 ・かわ らけ破 片 ・景 徳 元 寳(1050年 初

鋳)・ 熈寧元寳(同1057)の 火熱 を受 けた ものが

検 出 され た。

この築地塀 は石列や柱穴 を伴 って存在 し、石列 ・

柱穴 は築造 時の遺構 と推定 され るが、 なほ検証 が

必要で ある。

築地塀 は、山土の粘土 を主原料 に して版築 され 、

次年度の調査で、長 さが20m前 後 と確 認 された。

5
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第3節 建物祉と庭園

1建 物趾(第2図)

試堀の時 か ら館内の畑の地 中に、建物 肚 の礎石

が残 っている ことが確認 されてい た。後 に調査 し

た第4号 建物祉の よ うに、表 土(耕 作土)の す ぐ

下 に検 出 され た所 もあるが、表 土 を除去 した段階

で は、遺構 が読み取 ることがで きなか った。館 内

の西半分 には、南北方向 に幅30cm前 後の小 石列 と、

土のみの所(畝 間)が90cmほ どあった。 これ は桑

畑の痕跡 である。 と くに西面南小 口の内側 は、良

好 な土のみの堆積が広 がっていた。 また館内の東

半分 は、東西方向の畝 間 とな っていた。 これ は明

治 中期 か ら昭和前期 にかけて盛 んだ った、桑栽培

の跡で ある。小石列の位置 は、桑 の植 え られ た所

と推定 され る。桑 の株 跡 が柱穴 状 に残 る場合 は、

柱穴 と混同 しやす く注意 を要す る。

高梨家の新築工事(後 に市 に移管)に 伴 う発掘

調査(1988年)で は、館 内西側 の空 間部 の 中央か

ら柱穴 が発見 されてい る。 これ は黒土層 の堆 積 し

た層位 にあり、表面下70cmか ら検 出 され た もので、

戦国時代 以前 の掘立建物肚 と想定 してい る。

発掘復元 された礎石建物の大部分 が存在 した時

期 には、館内西方は空 間地帯で あったと推定 され

る。礎石建物肚 は、西側土塁内側か ら38m入 った

南北方向か ら存在 する。 また中央北の旧高梨家 の

存 在 した所(未 調査区)は 、第2号 建物 祉の一部

や第4号 建物祉 の北の礎石、復元工事中 に発見 さ

れた礎石 な どによ り、礎石建物 肚の存在 は確実視

されている。

第1号 建物吐(1992年 最終調 査結果、第2号 以

下 も同 じ)は 、現南通行口の内側 に存在 し、西方

は 日常 の通行路の ため調査 で きず、不 明の部分が

ある。

礎石 は最上層の遺構 にあ る。南土塁際 に東 西に

み られ る礎石 問(柱 間)は 、2.25m(7.5尺)と 、

2.25mの2問 と、 これ に対応 す る南 北の礎石 問は

5.25m(3間)で ある。 これ とは別 に この建物肚

と重 なって残 る北 の礎石間 は、南北 は1.95mと2.6

mと1.95mを 計測 し、東西の礎 石問3.8mと1.95m



の距離に礎石 の掘 り方(礎 石穴)が あり、2時 期

の礎石建物 の重複 をみ る。 しか し規模 は不明で あ

る。

第2号 建物 祉は、第1号 建物 祉の北 方約30mに

位置 し、礎石 と礎石 の掘 り方、雨落 ち溝、焼 け土

などが検出 されてい る。雨落 ち溝 は砂 が埋 まった

状態で、表面が焼 けてお り、戦乱の慌 ただ しさを

裏付 けるものか も知れ ない。建物祉の南北方向 に

あ る礎 石 の掘 り方 の問 が2.7m(9尺)と 、礎 石

の 問が3.7m(10.25尺)あ る。東西方 向の礎 石 と

2.25m(7.5尺)離 れ た礎石掘 り方 があ り、東方 に

拡 がる建物蛙 とみ られ るが、具体的 な規模 は不明

で ある。

第3号 建物祉 は庭園の北 にある。西北面 に間口

約5.25m× 奥行3.6mの 中門(入 口)が あ り、母屋

は、桁行13.8m(5間)× 妻 行11.85m(4問)の

建物 と推定 され る。建物の南の庭園の池 に面 して

縁束 の礎石 があ り、前 に犬走 りの縁石 が連 なって

いる。

中門 の南 に小築地塀の跡 があ り、6mに わ たっ

て塀 の基礎 の中心部 に小石列石 を残 してい る。 こ

の内側の空間 には、南北方 向の溝 が残 ってい る。

この建物 は庭 園に面 している ことか ら、接待 ・

饗宴 の 「ハ レ」の 問と して使 われる、会所 または

主殿 と呼ばれ る建物 と思 われる。

第4号 建物祉 は、南北7.5m(4間)× 東西8.35

m(4間)の ほぼ方 形の建物で 、蔵 または堂の平

面 に似 た建物 である。 この建物の西南 にみ られ る

1.8m×1.2m×0.5mの 第2号 方形石積竪穴 は、内

部 の黒色土(有 機物分解)の 存在か らして、便所

の可能性が高い。

第5号 建物堤 は、第3号 建物肚 と第6号 建物 吐

の 間にあって、周囲 は排水溝で囲 まれてい る。西

側 に入 り角の ある建物で、西方 には礎石 と、礎石

の掘 り方 が発見 された。 しか し東側は検 出が少 な

かった。 この礎石建物祉 について は、周 囲の溝 の

遺構 によ り、建物の規 模 を推定 した。規模 は東西

14.45m× 南北7.25mの 建物 と推定 され る。

第6号 建物吐 と推定 したの は、第5号 建物」止の

北 に溝 をへ だて た所で、東南角 に水溜 め、 または

貯蔵用 とみ られ る、第4・ 第5号 石積方 形竪穴 が

二つ存在す る。

この礎石建物 吐 は表 土除去後 の削平作業 時 に 、

東部分 に黄褐色土 の分布 が、深 い所で厚 さ20cm認

め られ たが、 この土 が どこか ら、自然 または人為

的に堆積 したの か、疑 問に思われた。 これは壁 土

の量のみ とは考 え難い。

建物 の規模 は南北11.5m× 東西16mの 礎石建物

肚 と推定 され る。貯蔵穴 、水洗 い場 が付属 してい

ることか ら奥 向 きの清所(台 所)の 機能 を持 った

建物 と推定 され る。

第7号 建物祉 は東小 口内の北側 に位置 し、第5

号 建 物 の 東 に あ た る 。 規 模 は 東 西4.8m(2

間)× 南北9.5m(5間)の 建物 で 、柱 穴 または

一部の礎石の残存 によ り、掘立建物 と礎 石建物 が

時期 を異 に して存在 した可能性 がある。

中央 北 には1辺1.8m、 深 さ0.8mの 焼 けた第1

号土坑 がある。大壁の部分 、吊銀座 ・中国銭 など

の銅製品、染付 ・鉄粕 などの陶磁器、鉄 釘類、鹿

角 など多種 の遺物 が埋 め られていた。

館内の礎石建物祉 か らは、いずれ も焼 け土(壁

土)が 検出 され た。 しか しここでは表土 を除い た

段階か ら焼 け土が と くに密 に認め られ、東小 口内

部 にまで広が ってい た。 この ような土坑 は鋳物 関

係の遺構 にみ られ ると、宮本長二郎氏 か ら教示 を

受 けた。

第8号 建物玩 は、第7号 建物祉 の北 に溝 をへ だ

て存在す る。規模 は東 西6.7m(4問)× 南北7.3

m(5間)。 礎石建物 で な く、堀 立柱の建 物の可

能性がつ よい。 この建物祉 か ら、米 ・麦 ・豆 など

の炭 化物 が散乱 して検 出 されているので 、この二

つの建物祉 は、穀物の貯蔵所 ・倉庫 と思 われ る。

第9号 建物吐 は第8号 建物祉の北 に隣接 し、南

北13.1m× 東西5.4mの 規模の建物で、第8号 建物

祉 とは、ほ とん ど妻桁 が接 してい たもの と想定 さ

れ る。北側 に溝 、西側 に第6・ 第7号 石 積方形 竪

穴 があ り、北の土塁内角部 に10㎡ ほ どの空 間が あ

る。建物の用途は先述 のとお りで ある。

これ らの建物 は、土塁が築造 された後 、作 られ

た もので、土塁 と建物の方向 は一致 しない。
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第10号 建物 祉 は、礎石や礎石掘 り方の検出 が少

な く、確実 な規 模 は不明で ある。 この建物 につ い

て は東 よ りに、南北方向の表面の焼 けた礎石3個

と、礎石 掘 り方1基 が残 って い た。 この 間隔 は

1.95m(6.5尺)と1.8m(6尺)と1.65m(5.5尺)

と不統一で ある。 この建物祉の規模 を強 いて推定

すれば、東西8.6m(4問)× 南北10.05m(5間)

とみ られ る。

この建物 祉の西 方 には、初 めに述 べ たよ うに、

礎石建物祉 の存在 が推定 され ている。

以上の第4号 か ら第10号 の建物肚の うち、第7

号建物」止を除 けば、館の 日常生活 を支 える建物群

と推定 され る。

しか し先述の よ うに、礎石建物吐の存在が知 ら

れ る、館内 中央北 の発掘 が完了 してい ないため、

全体像の建物群 の把握 は、困難で ある。

これ らの礎石建物 祉が主 に廃絶 時の姿 を残 して

いると した ら、 これ らの建物群 は、ほぼ16世 紀 に

お さまると考 えられ る。

しか し礎石建物祉 には想定復元提示(平 面表示)

したほか に、異方向 をとる礎石や、礎石 掘 り方 な

どが存在す ることか ら、 さらに建物 祉個 々の構 造

や、建て替 え、存続 期間の問題が、将来 に残 され

てい る。

2庭 園(第2図)

庭 園は館 内の東南部 に位置 し、発掘前 には庭石

の一部 が露 出 していた。庭石 の北は やや 凹地 にな

ってお り、池 の存在 が予想 されていた。 ここには

高梨政道歌碑 の敷地 が6㎡ ほど占め、全容 が判明

したの は、1992年 の調 査であった。

庭 園は第3号 建物」止の南 にあ り、西 は建物 祉群

か らくる排水路 に画 され 、東 は導水路 に画 されて

いる。 しか し東 の土塁 間まで約15mの 未調査 部分

がある。南側土塁裾 には、東側の導水路 か ら接続

する排水路 が曲線 を描 いて いる。 この土塁 は高 さ

が1m余 と低 く、先述の ごとく南 に張 り出 してお

り、庭 園の修景上 はと もか く、防御上で は問題 が

ある。

調査の結果、 この庭 園 には、大 きく二 つの画期

があ ることが判 明 した。1期 は池泉庭 園 であ る。

東南の滝石組の東 には、長径50cmの 河原石 などで

造 られ た導水路が あり、東側 の水溜 めに接続 して

いた。 これは東小 口最 下層の水路 、またはその北

方の水路(?)か ら導水 された とみ られ る。 この時

期 に該 当す る石組 の一部 は、滝石組の付近(一 部

後世 に除去)と み られ る。

滝 口付近 か ら北 に続 く、直線 に並ぶ長径30cm前

後の河原石 の延 長2.5mと 、その東 へ奥行 き1.7m

の洲浜状 の敷石 な どは、後 に修 築 された可能性 が

あり、奥 に本来 の汀線の石が連 なっていた。 また

北側汀線 の石列の外(北)側 には、土 の撹乱跡 が

幅約2mに わた って確認 され、池 その ものの移動 、

汀線の改築 などが想定 され る。

北 か ら西側部 分 は要所 に、山石 の景石 を配 し、

長径50cm前 後の偏平の河原石 を立 て並べ て、汀線

を形成 してい る。

池 中央南 には 中島 とみ られる3石 があ り、池 の

底か らは、漏 水防御の工作物や敷石 ・粘土 などは

検出 されなかった。 このよ うに、扇状地の埋立造

成地に ある池 の立地 か らみれば、かな りの水量 を

確保 しなけれ ば池泉の維持 は困難 とみ られ る。

池 の排水路 は、精査 したところ検 出 されなか っ

た。 これは、木管 が くされたか、 あるいは水路 が

破壊 され たとみ られ る。
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このよ うに2期 目の池 は枯池 とな り、汀線 に

は河原石 が復列 に並 べ られていた。

第3号 建物吐 の東南 や池 の西北 には、長径30

cm前 後 の河原石 を縁石(見 切 り石)と した、回

遊路 がある。

池 の南 中央 には 、高 さ約2m、 幅1.7mの

「立石」 が あ り、その発掘 調査 では、据 え石 の

掘 り方 を探 り、そ こに適合す る石 を最小限度復,

元 してい る。 さらに汀線 の くずれ た配列の石 は

据 えなお し、欠落 した部分 は、刻印 を付 して補

充 し、第H期 の庭 園を復元 し展示 してい る。

また現南面通行 口の土塁の 中心 か ら、築地塀

の跡 が検 出 され た。 これ に続 く北側 に庭園風 の

配石 がみ られた。第1号 建物祉北方の地下1m

か らは、湿地 と庭石 とみ られ る もの が検出 され

ている。 これ らは先 に記 した庭 園よ り一段階古

く、築地 を含めて高梨氏 入館 以前 の遺構の可能

性 が高 い。

この ような地下遺構 の存在 や土塁 の方向 、断

面 の構 造な どか ら、先住者 の屋敷(館)の 存在

が予想 され る。 しか し具 体的には、遺跡調査の

制約上全面 発掘 は考 えられず、先住者 の屋敷の

規模 ・構造 を知 ることは不可能である。

今 まで見て きた ように、高梨氏が16世 紀 は じ

め に、 この地 を拡張整備 して、館 を築 いた とす

れば、先 住者の確 定 を含めて、 これ らの問題解

決 には、 さ らに文献史学、考古学な どの協 力に

よる、学際的研究 が必要で ある。

第4図 東側土塁石積実測図
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第皿章 今回の調査の成果

第1節 遺 構

1東 面(側)土 塁内側 の石積(第4図)

東面土塁内側の石積 は天端石 が露 出 していた部

分 があ り、1990年 の調査時 か ら、その存在 は知 ら

れ ていた。 と くに第9号 建物肚の東 では、土塁 内

部 まで断 ち割 って調査 し、根石 まで掘 り下 げた。

この部分 には石 臼の下石 を積 み石 に転用 した もの

もあ り、手法 は布積み崩 しに類す る積み方で ある。

石積 は前傾姿勢 をとるものが多 く、発掘 によって

倒壊す る恐れ があった。 したがって、その南方 の

石積 は、復元整備 の方針 が決 定す るまで、発掘調

査 は保留 され た。

石積 には裏込 め石 はないが、かわ りに手近の土

砂(ほ かの石積 には一部粘土 を使用 した所 がある)

を練 って、積 み石面 を調整 し、積 み上 げた もの と

み られ る。積 み石 は最大径面50cm、 高 さは良好 な

残 存部分で1.05mで 、調査延 長は前年調査分 を合

わせて約40mで ある。

石 積の崩落 の結果、積み石 が集 中 した(BN2

グ リッ ト)と ころや、根石だ け(BN2グ リッ ト)

の ところもあった。 また東小 口北(BI1)の 約

4mの 石 積は、崩 落 した石 が積石状 になっていた

が、石積 の前面 に存在 したので取 り除 いた。

この石 積の復 元には、主 に崩落 した積石 の中か

ら選んで使 用 した。 目地 には粘土 を使用 して固め

た。

2東 小 口の再調査

この小 口は1990年 上層に遺構iのみ られ ない西半

分(AH1・ 一AH1)で 発掘調査 を行 った。 こ

の時は上部は、館 内部 で リンゴ栽培 した時 に小 口

を塞 いだ石積 と、大量 のガ ラス ・瀬戸物 などの廃

棄物 で埋 まっていた。 これ らを取 り除いて 、館の

内部か ら、上部遺構 の見 られなかった小 口の 中心

まで、焼 け土層の広が りを求 めて調査 した。

この東小 口に通ず る第7号 建物」止の南側(AH

2)で は、1987年 の発掘調査 で、焼 け土層の下か

らかわ らけ(中 世土師器)が 多 く検出 されている。

この焼 け土層 には中国製の陶磁器 ・古銭や金属製

品、ガ ラス玉 ・鹿角 な ど多種 にわたって検 出 され

てい る(「 高梨氏館跡発掘調査該報』H1991)。

1990年 の調査 で小 口北側 の石積 は、ほほ源 位置

を保 っていたものの、積み直 された形跡 が あった。

小 口の中央上 に山石 の存在 が分 かったが、 それ に

続 く石 積の検 出がで きずに終 わった。 この時点で

は、小 口南側 は崩れ かかった石積 が堆積 土層上か

ら積 まれてい ることが分 かったが、その奥 の石積

の存在 は判明 しなかった。

この時は、小 口の 中央 か ら東 に存在 した、溝状

遺構(外 側へ傾斜)と 土橋 中央 に存在 した南北 方

向の石積 が検 出 され た。内部の調査で は、先 に記

した遺物 のほかに、遺構 として 、内部入 口部 の南

北方 向の2列 の石(溝 か)が 、焼 け土層 の上 に据

えられ、焼 け土混 じりの層 の下 か らは、面(つ ら)

を北 に向けた弧状 の石列 が検出 されてい る。

このよ うに1990年 と今 回の2度 の発掘 調査 で判

明 した東小 口の遺構 を1～ 皿期 に分け る。 さらに、

その下部遺構の かわ らけ廃棄坑 と溝状列 石 を1期

とし、合わせてN期(4段 階)に 分けて説明す る。

(1)IV期 の東 小 口(第8図)上 部 の廃 棄物

などを取 り除 いた最初の遺構で ある。下 部遺構 が

埋 め られて(ま たは埋 まって)、 小 口の幅 が狭 く

なった時期の もので ある。小口の西 の焼 け土層上

に南北方向の溝が あり、小 口内部には、中央北 よ

りに小形の河原石 を並べた溝状遺構 が、外 に傾斜

して東西方向 にあった。 しか しこの溝状 の石 は㎜

期の小 口南側壁の石積 の根石 の レベル よ り上 層に

あ り、除去 され るべ きものであった。 したが って

調査者 は、中世の遺構 か どうか疑問 に思 っている。

なお 、この面では門の礎石 、柱の掘 り方 な どは検

出 されていない。

このIV期 には、土橋 中央の南北石積はす でに埋

もれていた とみ られ る。

(2)皿 期 の東小 口(第6図)こ の時期 の小

口側壁石 積間(小 口幅)は2.5m前 後 あ り、 それ

に連絡 す る内部の両袖石積が 「八字状」 に開 いて
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い る。 この石積

の根石 の底辺部

分 は、土塁 内部

の南袖石積 は土

中 に隠れ、同様

な北側下段石積

の天端石 がわず

か露出す る程度

で ある。

この南側壁 の

土塁 中央の土留

め石積の高 さは

1.15m、 底 辺

(敷)の 長 さは

3.6mが 直線 で、

2.7mが 斜線 で、

それ に続いて土

塁 内部の上段 の

直線の石積 に連

なる。 この石積

は高 さ50cm内 外

で ある。北側の

斜線部分の長 さ

は約4.8m、 高

さ60cm前 後で あ

る。

この時期の小

口は、黒土(炭

層)の 点検か ら

す ると、土橋 中

央 に南 北3m、

高 さ0.6mの 石

積 を施 し、小口内部 に対 して は先 の 「八の字」形

の石積 を構築す る時期で ある。石積 の根石 は内部

が下が ってお り、小口内部が段 状に凹んでいた可

能性が ある。 これ らの構築の背景には、防御態勢

の強化が考 えられる。

(3)II期 の東小 口(第7図)小 口の幅 が皿

期 の南 側側壁 内石積 よ り約80cm広 く、約3.5mの

小 口幅 で、門 の礎石 が4基 存 在す る時期 で ある。

第5図IV期 の東小 ロ

この検 出面 は先 の 皿期の検 出面 よ り40cm低 い。 こ

の層 は堀の砂利層の構成 と似 てい る。皿期 の南側

壁石積 を取 り除 くと、稜線 の最下層 の石(1m×

0.8m×0.6m)の 裏 に火熱 によって できた 、方形

柱の痕跡があ り、一辺15.5cmを 計測 した(図7)。

H期 の南側 壁石積 は、基底 幅5.5m(土 塁基底

幅6.7m)、 高 さ1.6mを 測 る。西(内)部 の上 の積

石 は、第 皿期の石 積 によって改変 をうけてい た。
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第6図

この南土塁土留 め石積の延長線上 に土塁南の石 積

があ り、同時期 に構築 され た可能性が ある。 この

堀 に面す る石積 は、H期 よ り後 に根 石の前方に約

1m掘 り下 げて お り、 皿期 に普請 され小 口に盛 ら

れた可能性 が ある。

このH期 の検出面 には、炭 を交 えた黒色土層 が

約5cmの 厚 さで広 が り、南側壁 石積の根石 に は、

火熱に よって剥げてい る石 があった。 しか し土橋

中央石 積 ぎわで、黒色 土層 は断絶 してお り、この

時期の小 口は ここに石積 は無 く、平坦 に館外の道

に通 じていた とみ られ る。

このH期 は、南 の側壁石積 か ら連続す る土塁内

部 の下段石積 は直角 で、角の石積が2～3個 失わ

れ ていた。下段(内 面)の 石積の高 さ約60cm、 天

端の平面 は、上段石積 まで60cmを 測 る。北 の側壁

石積の角 は、積み石が一部失われてい るが、直角

で、土塁内部の石積の高 さは60cmで あ る。

門の礎 石 は、小 口のやや外面 にあ り、30～40cm

iii期の東小口

の平面 を有す る石 で構成 されてい る。内側 の礎石

A(北)と 礎石B(南)間 は1.95cm、 外 側礎石C

(北)と 礎 石D(南)間 も同距離 で、礎石AとC

間 は2.25mを 測 る。 レベル は礎石Aが384.91m、

礎石Bが384.85m、 礎 石Cが385.03m、 礎石Dが

385.01mで あったが、C・Dの 礎石 は平盤 石 を上

に2個 重 ねてい る。1石 を取 り去 った レベル は、

礎石Cが384.89m、 礎石Dが384.88m、2石 を取

り去 った レベル は礎石Cが384.77m、 礎石Dが

384.72mと な り、C・Dは 中間の礎 石面 を採用 す

ると、4基 の レベル面は最大差5.3cmと な る。

この よ うに外側 の礎石 に限 り、少 なくと も2時

期の存 在が考 えられ、門柱の根元の腐食 によって

礎石 を補 ったとも見 られ る。

(4)1期 の東小 口(第8図)2期 の黒色 土

層 の下層 に、 さらに遺構 が存在 した。溝状遺構1

は、小 口縦方向 に対 して直線斜状 をな し、内部 に

延長4mが 残存 し、面 を内面 に向けた列石で ある。
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最高の レベル は384.73mで 、片側 は失 われてい る。

この列石 の南 には、20～30cm幅 に川砂が帯状 に分

布 し、東は、 この川砂 が分布す るのみで列石 は無

く、延 長8.5mに 及 んで いた 。 この 中か らかわ ら

け ・炭片 などが点々 と検出 され た。礎石Cは この

川砂の上 に据 え られてい た。 この溝状遺構 は、内

部 にわずか に傾 斜 し、土橋の外 か ら引水で きる レ

ベル に位置 す ることを確認 した。

溝状遺構2は 、溝状遺構1か ら面 を内面 に向 け

て、斜状 に3mほ ど確認 され る列石で 、最高 レベ

ル は380.84m、 そこか ら館 内部 にかけて、溝列石

にな り得 る石 が多数存在 した。 しか し確 かな配列

を示 してい なか った。

この1期 の溝状遺構2の 列石 の中間に、石の面

に接 して長 径1.1m、 短径0.6m、 深 さ0.15mの 規

模 の多量の かわ らけの廃棄坑 が存在 した。 これ が

掘 り込 まれ た もの とすれば、 皿期 の遺構 となる。

(5)か わ らけ廃棄坑(第11図)か わ らけ

(中世土師器皿)は 一般 に中世の城館跡 と、周辺

の館廻 り(た てめ ぐり)、寺社 などに出土 し、中

世の居住空間の復元に役立っている。この高梨氏

館跡でも、遺構の発掘調査では、いずれの場所か

らも量の多少にかかわらず出土 し、特に集中 して

検出される地点の存在かわらけが指摘 される。さ

らに史跡指定地外の東方の調査(1990年)で は、

かわらけ ・内耳土器 ・常滑甕破片などが検出され

た。この館を中核 として、外郭地帯がどのような

構成をとるのか、大事な問題点である。

この東小口付近のかわらけ集中出土地点は、小

口北側の土塁に没入 している導水路(1992年 調査)

の土 塁際 であ る。小 口内側の第7号 建物祉南

(1988年 調査)な どは、すでに過去に調査 されて

いる。今回の調査では、小口の中央か ら内部に、

かわらけが散布 し、小口南土塁袖石積前にも、完

第7図ii期 の 東小ロ
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第8図1期 の東小 口

第9図 東小口断面図
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成品 を含む1m×2mの 集 中地点 があった。

多量 かわ らけ廃棄坑 には、推 定117個 の中世土

師皿が一括 して埋 め られていた。 これ は第H期 と

した遺構面平均384.70mか ら、かわ らけ廃棄上面

384.65mを 差 し引 いた、約5cmの 覆土が観察 され

た。かわ らけは3回 に分 けて取 り上 げた。 かわ ら

けには大小 が あり、油煙 のつ いた もの も少量 あり、

3枚 重ねの もの もあった。炭 が10数 片 かわ らけに

混在 し、鉄片(釘?)も4片 検 出 され た。

このよ うに多量の かわ らけ廃棄坑 は、館 内で祭

祀 ・饗宴 などか行 われ た後、廃棄 され た所 とみ ら

れ る。編年の位置づ け、参加人数の分析 、なぜ東

小 口に埋 め られ たの か、 また位 置 ・方 向の問題 な

どが問われ る。

第10図 東小口付近の土塁 ・堀断面図
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第11図 中世土師皿検出図
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第2節 遺 物

1東 面 土塁石 積検 出の陶磁器 と土 器(第12・

13図)

東面土塁 の内側石積 の発掘調査 で、土塁 に盛 ら

れた石礫 の中か ら各種 の遺物 が出土 した。 これは

館 内の耕地 化に伴 い、集 め られ た もの と推 定 され

る。

遺物 の うち、 ここでは近世 以降・の もの を除いて

提示 した。越 前焼の甕 の破 片10片 が発見 されてい

る(第12図1～10)。 越 前窯製品 は中世 後期15世

紀代 に珠洲窯製品 などを圧倒 す る形で、東 日本海

地方 に普及 した といわれ る。

大甕 の平坦 な口縁端部 をもつ もの(第12図2)

は、吉岡編年甕A1タ イプに分類 され(吉 岡康暢

「中世須恵器の研究』1995)、16世 紀の所産 と され

ている。高 さ90cmを 超 す とみ られ る大甕の搬入は、

海運 か ら陸路 と、その流通経路 が問 われ る。 その

他 は甕の胴部 などの破 片であ る。

鉄褐粕 の耳付 のお歯黒壷 と推定 され る破片(同

図24)も 、16世 紀の越 前窯の製 品 とみ られ る。

珠 洲焼系 の陶 器 は10片 発 見 されて い る。摺鉢

(同図16)は 口縁 端部 に櫛描波 状文の み られ る も

ので、吉岡編 年ではV期 ・'Nil期にみ られ る形態 で

ある。珠洲市宝立町西方寺3号 窯 の出土 品にみ ら

れ 、15世 紀代 に編 年 され てい る(文 献 同前)。 鉢

(同図15)は 口縁下の破 片で、摺鉢破片(同 図21)

口縁形 態 も15世 紀代 を示 してい る。

珠洲焼甕 の破片(同 図11～14・20)は 小片 で、

15世 紀前半 か ら後半の製品で ある。壷破 片(同 図

19)も 、15世 紀 前半代 の特色 を備 えてい る。

青磁の碗 または鉢 の底部の破片(第13図25)は 、

破断部 が高 台にそって打 ち欠かれてい る。畳付 ま

で粕 がかか り、底部 が厚 い。瓶の口縁部破 片(同

図33)は 玉縁 で、氷裂状の貫入 がある。青磁 蓮弁

文[鏑(し の ぎ)茶 碗]の 碗 破片(同 図26)は 、

上田英夫の 「14～16世 紀 の青磁碗の分類 について」

(『貿 易陶磁研究』NQ31982)に よると、A-1

類 に属 し、細長 い蓮弁文 を もってい るが、粕が厚
しのぎ

いため鏑 は明確 でない。 そ して、13世 紀 末か ら14

世紀初頭 の段 階で、青磁 の主体 とされてい る。 こ

のほか2次 火熱 をうけた瓶の高台破片 が出土 して

い る。

褐粕磁器(第12図22・23)は 、2次 火熱 を うけ

た2片 が発見 されてい る。第7号 建物 」止の土坑 な

どか らも検 出 され ている。

瓦質土器(同 図17)は 、口縁部が平坦 で5cmと

広 く、稜 に突帯状 で下 は雷文帯が押印 されてい る。

表面 は黒色 で、胎土 は自灰色で堅い焼成 で ある。

銭貨(第14図)は 熈寧元宝 ・開元通 宝 ・寛永通

宝 ・銭種不明の4枚 が発見 されてい る。 この うち

熈寧元宝 は模鋳銭 と推定 され、銭種不 明銭 も粗雑

な作 りで ある。

2東 小口内出土 遺物

青磁 厚 さ1.8cmの 青磁 の盤 の破片(第13図34)

は、器形 は不明 だが座敷飾 りに使用 された もの と

思われ る。焼 け土層 か らの出土で ある。青磁香炉

の破片(同 図35)は 、2次 火熱 を受けた胴部破片

で 、口寄 は平坦 と推定 され、胴部の上下 に稜 があ

る。下の稜近 くに半円形 の脚 がつ くと推察 され る。

瓶底部破片(同 図27)は 稜線が段状 をな し、上 に

圏線状の2線 がみ られ る。粕 は内面 と畳付(盆 付)

までみ られ 、底 は露胎で 、左回 りの渦糸 き り(唐

物糸切 り)の 痕跡 がみ られ る。香炉の口寄部分 と

推定 され る小破片(同 図28)は 、胎土 が赤褐 色 を

呈 している。粕色 はやや くすんだ青翠色 で、細か

い貫入 がある。以上 は黒土層(床 面)の 出土で あ

る。その他 に鉢 と碗の小破片の焼け土 層出土品が

あ る。

白磁 ・染付 白磁の皿 と推定 され る破 片は、7

片検 出 され てい る。 この うち染付 は2片 で あ る。

染付(同 図32)は2次 火熱 を うけ、高 台部が内傾

し、畳付 には砂 がみ られ、黄榿色 を呈 して い る。

見込 みの底 は、周 囲に圏線が2条 み られ、中 に渦

巻 き文 が連続 して いる。 これ は中国明の民窯 の製

品で、 この破片 は口縁部 が失われてい るが、館 内

の焼 け土層 出土の 同種の染付皿の口縁形態 は、端

反 りである。 これ らは福井県一乗谷遺跡 にみ られ 、
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第12図 陶磁器 ・土器拓影図
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表1 東面土塁石積調査出土遺物表

番 号 掲載図版 系 統 器 種 部 位 色 調 調 整 備 考

1 第12図1 越前焼 甕 口縁部 暗青色 ロク ロ ナデ

2 2 ノ! 〃 〃 // 〃 吉岡編年Aタ イプ

3 3 !ノ 〃 頚部 暗青色内赤褐色 〃

4 4 〃 〃 胴部 暗榿色 ノ!

5 5 /i 〃 〃 暗灰色 !ノ

6 6 // 〃 胴部上 ノノ !ノ

7 7 ノノ 〃 胴部 〃 !ノ L.

8 8 Zノ ノノ 胴部上 〃 〃

9 9 〃 〃 ・頚 部 〃 〃

10 10 〃 〃 胴部 ノノ 〃

11 11 珠洲焼 甕 胴部 青灰色 〃

12 12 ノノ !! 胴部上 〃 〃

13 13 !ノ 〃 胴 部 下 , 〃 〃 15世 紀代

14 14 〃 !ノ 〃 〃 〃 〃

15 15 〃 鉢 口縁部 〃 // 15世紀 代前半

16 16 〃 摺鉢 !ノ 〃 〃 口縁部に櫛描文

17 17 瓦質土器 火鉢 〃 黒色 〃 口縁下に雷文帯

18 18 珠洲系土器 不明 一 青灰色 〃

19 19 珠洲焼 壷 胴部上 〃 〃

20 20 !ノ 甕 胴部下 〃 〃

21 21 〃 摺鉢 胴部 ノ! 〃

22 22 鉄粕磁器 壷 胴部下 暗セピア色 〃

23 23 !ノ 〃 〃 ノノ !!

24 24 越前焼 小形壷 胴部上 ノノ 〃 お歯黒壷

25 第13図25 青 磁' 碗 高台部 暗翠色 胎土白

26 26 ノノ 瓶 口縁 明翠色 胎土灰白色

27 27 !ノ 碗 〃 〃 蓮弁文しのぎ茶碗

28 一 〃 瓶 高台部 !ノ 2次 火熱

29 第14図2 中国銭 熈寧元宝 模鋳銭

30 1 〃 開元通宝

31 3 寛永通宝

32 4 銭種不明

18



小野正敏氏 は白磁皿C群 として、15世 紀 後半 か ら

16世 紀 第3四 半期 ごろの遺 跡か らの出土 が多い と

指摘 して い る(小 野正敏 「15～16世 紀 の染付碗 、

皿の分類 につ いて」 同書)。 また 、本館 跡 出土 の

外来系 と推 定 され る白色 の強いかわ らけが、同 じ

口縁形態 をと り、 さきの白磁皿 の うつ しもので あ

る可能性 が高 い。

直角 を呈す る染付の破 片 は小破 片で、器種 の特

定 は困難で ある。強いて言 えば皿底 部 と推定 され

る。未掲載 白磁の破片 には見込みや、粕 が底 部 に

み られず、腰の あた りか らみ られ、厚 さ3mmと 薄

手 の製品で あ る。鉱澤 で融 着 した2片 の 白磁 と、

端反 り皿の胴部の破片、 ゆる く外反 した碗の破 片

(未掲載)な どは、焼 け土層 か らの検出で ある。

鉄 粕磁 器 の天 目茶碗 の底 部付 近の破 片(13図

29・30)は 、1片 が2次 火熱 を うけてい る。いず

れ も外底部 は露胎 であ る。鉄粕壷(第12図22・23)

の破 片 は、先 に述べ た東 土塁石積 か らの 出土 品、

および第7号 建物祉土坑 出土品 にみ られ るもので

ある。

瓦質土器(未 掲載)は 火鉢の胴部の破片で、内

外黒色で胎土 は明褐色 を呈 して いる。

3土 師質土器皿について

これ まで の発掘調査で 出土 した高梨氏館跡出土

の土師土器 につ いて は、成形技法、形態、大 きさ

を基準 と して分類 した。A、B、C、D、E、F、G、

Hは 成 形技 法お よ.び形 態 を基準 と した分類 、1、

2、3は 相 対的な大 きさを基準 と した分類 である。

1は 大形、2は 中形 、3は 小形の ものである。

また 、成 形技 法 は大 き く二者 に分類 され る。

(1)手 つ くね成形 され たA類 とB類 。(2)回 転

台成形 されたC類 ～H類 である。

A類

大形 のA1類 、 中形 のA2類 が ある。胎 土 は粉

質で 、白色 に近い。手つ くね成形 で ある。やや内

湾す る体部 をもつ。体部 には二段 の強 い ヨコナデ

が認め られ る。そのため、体部 はやや屈 曲 した感

を与 える。底 部はヘ ラケズ リ、体部下端 にまでヘ

ラケズ リがおよぶ。

B類

大形のB1類 、中形のB2類 がある。胎土は粉

質で白色に近い。底部がヘラケズ リされているこ

とか ら手つ くね成形であると考えられるが、断定

できない。体部の立ち上がりは低い。二段の強い

ヨコナデが認められ、屈曲 している'。

C類

回転台で成形 され、底部に糸切り離 し痕を残す。

大形のC1類 、中形のC2類 、小形のC3類 に細分

されるが、いずれも強いヨコナデ痕を残す。C1

類の胎土は赤褐色で細粒子 を含む。C2類 の胎土

はやや粉質、C3類 は粉質である。

D類

本遺跡で最も出土数が多く、主体 となるもので

ある。大形のD1類 はないが、中形のD2類 、小

形のD3類 がある。胎土はいずれも赤褐色の細粒

子を含む。回転台で成形 され、底部に糸切り離 し

痕を残す。体部がやや内湾する形態のもので、最

も出土数が多い類である。D3類 は体部の立ち上

がり部分、および口縁部に強いヨコナデが二段認

められ、形態的特徴 を形成 している。しかしなが

ら、形態的なバ リエーションがあり、E3類 と明

確に分離できないものが若干認められる。

E類

大形のE1類 はなく、中形のE2類 、小形のE3

類がある。胎土は赤褐色 を呈 し、細粒子を含む。

回転台成形 され、底部に糸切 り離 し痕跡を残す。

底部から外反するように体部が立ち上がる類であ

る。D類 に認められるような強い二段の ヨコナデ

は認められず、体部は直線的な輪郭 をもつ。

F類

大形のF1類 、中形のF2類 がある。回転台成

形 され、底部に糸切 り離 し痕 を残す。口縁部が外

反する形態的特徴をもつ。

G類

回転台成形 され、底部に糸切 り離 し痕 を残す。

底部か ら急角度で直線的に立ち上がり、強いヨコ

ナデ痕を内外面とも残す。胎土は赤褐色で細粒子

を含む。やや赤味の強い色調をもつものが多い。

H類

回転台成形 され、底部 に糸切 り離 し痕が残 る。
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体部の立ち上がりが底径に比べて小 さい形態的特

徴がある。強いヨコナデが立ち上がり部に一段認

められる。

今回の調査で検出されたものは、いずれもD類

に相当するものである。これら大量に発見された

土師質土器は、出土状況から一括性の高いものと

考えられ、すでに分類 を試みた各類のうち、D類

は時期の指標を示す一群と考えられよう。

先回の報告では、D類 は15世 紀代の前半に属す

る一群 と考 えた。しか しなが ら、文献史学の成果

によれば、高梨氏が本居館 を維持 していた中心は

16世紀の初頭以後であるとされており、東側小口

も16世紀代 に利用されていたと考えるのが自然で

ある。

とすれば、東側小口で検出されている中世土師

皿の年代 も、16世 紀代の所産 とすべきであろう。

D類 の製作年代の推定については、長野市栗田城

跡出土資料との類似性を根拠とした。先回の報告

で もふれたように、高梨館のD類 と栗田城跡の例

を比較すると高梨D類 はやや器高が高 く、編年的

に後出的様相 をもっていると考えていた。

こうした点 を加味すれば、高梨館D類 の編年的

位置づけをこれまで考 えていたよりも新 しい段

階、15世紀の後半か ら16世紀の前半に訂正 してお

きたい。すなわち、先回の報告の皿1期(D類)

を15世紀の後半から16世紀の前葉、皿2期(E類)

を16世紀の中葉に位置づけておきたい。

中世土師皿の編年 については、まだ まだ多 く

の課題が残 されており、先述 したような編年 もひ

とつの試案 と考えていただきたい。

第14図 古銭拓影図
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表2 東小口出土遺物表

番 号 掲載図版 系 統 器 種 部 位 色 調 調 整 出土層位 備 考

1 第13図32 染付 碗 底部 青 ・白色 焼土層下 圏線 ・渦巻文、2次 火熱

2 一 白磁 〃 口縁 白色 1/

3 一 〃 〃 底部 !! !ノ

4 一 // 〃 胴部 〃 〃

5 一 〃 皿 底部 ri // 4・5付 着

6 一 染付 不明 不明 青 ・白色 〃

7 第13図34 青磁 …盤? 底部 明青翠色 焼土層中 2次 火熱

8 35 // 香炉 胴部 〃 II時期 黒土層

9 27 〃 瓶 底部 〃 〃 (床面)

10 33 !ノ 〃 口縁部 〃 〃

11 一 i,ノ 碗? 胴部下 ri 焼土層 2次 火熱

12 一 ri 碗 口縁 Zノ 〃

13 29 鉄粕 天目茶碗 胴部下 暗鉄さび色 Zノ

14 30 〃 // 〃 〃 〃

15 一 // 壷 胴部上 暗セピア色 /i 表122・23と 同種

16 一 瓦質土器 火鉢? 胴部 黒色 //

17 一 古銭 銭種不明 半欠 暗緑色 〃 2次 火熱

18 第13図31 土器 灯芯押さえ
一 赤褐色 !ノ
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第15図 中世土師皿実測図(1)
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第16図 中世土師皿実測図(2)
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第3節 各小口の比較検討

現在 までの調査で、土塁を切断 して造られた小

口は、高梨氏館跡では4カ 所発見されている。 し

か し庭園西の小口は、土塁が切断 されていたが、

堀の調査で木橋 などの遺構は発見 されず、出入 り

口とは確認できなかった。そこで、残る3カ 所に

ついて比較検討 したい。

高梨氏館跡は現在までの研究成果か ら、方形館

を中心として、館の周囲には建物肚 ・道路祉 ・溝

吐などの遺構が予想 され る。発掘調査 した小 口

(虎口)は 、直線的に入る平入 り小口と推定 され

る。平入 り小口は、織豊系城郭の虎口を研究 され

た千田嘉博氏(1987)に よれば、1期1550年 ころ

までの形式 とされている。

1東 面の小ロ

東小口の第]V期(第1面)は 、①小口幅が狭く、

②小口内部 に土盛があり、③中央に溝状の遺構が

伴 う。

第皿期(第2面)は 、①小口の幅が石積によっ

て、南側が狭められる、②小口の石積が土塁中央

で、「八の字」状に内部に開き、土塁内部袖石積

の上段の石積に連続する、③土橋中央に石積が構

築される。

第H期(第3面)は 、①単純に平行す る、広い

小口の両側壁の石積、②前者の石積が、土塁内部

で直角に曲がり、下段の土塁袖石積に連続 して積

まれる、③小口南の側壁石積が、土橋南の石積 と

直線的に連なって構築 されている、④門の礎石は

4基 み られる。

第1期(第4面)は 、第3面 の下部遺構で、①

溝状の遺構、②かわ らけ廃棄坑遺構がみられる。

ただし、かわらけ廃棄坑は、第3面 からの掘 り込

みと推察される。

これ ら小口の遺構の時期について、先学の業績

による文献史学 と合わせて、筆者の推測 を交えて

見解を述べる。

第1期 は、高梨氏入館以前の遺構で、南側通行

口で検出された土塁中心に保存 された、築地塀 と

地下に埋没 した小庭園?と 同時期とみられる、近

世資料 の 『中野古 来覚書 』(臼 井文 書)は 、永正

12年(1515)館 普請成就 と伝 えて お り、 これ を信

じれば、その以前 の遺 構 となろ う。/

第II期 は、『中野古来覚 書』 に よる と、高梨氏

が先住者 を追 って、 ここに館 を構 えた時期で あ り、

16世 紀初期 となる。 これ を遺構面か らみ る と、礎

石の大 き さが4基 と も同 じことか ら、防備 を 目的

とした櫓門 と推 定 したい。礎 石A・B間(間 口)

は1.97m(京 間1問)で 、奥行 きは2.29m(同1.1

間)で ある。小 口両側壁石積間 は、北側壁石積 が

移動 した痕跡 があるため、定位置 とみ られ る内部

で測定す ると、3.9m(同2間)と なる。

ちなみ に、京間尺の使用 は、一乗谷朝倉遺跡や

その他の研究 によれば、16世 紀 は じめ頃 か ら使用

され ている。高梨館の遺構の復元 に援用で きる可

能性 がある。

第 皿期 は、土橋二中央 を石積で遮断 し、小 口の幅

を2.5mと 狭 め、盛 土 してい る。 この狭 め られ た

小 口の門の構造 はつ かめてい ない。 しか し越前朝

倉家 に相伝 され た 『築城記』(「群書類従』・巻四一

九)に16世 紀前半 か ら中頃の戦国城廓 の築城方法

が記 されてお り、木戸(城 戸)は 柱 間(間 口寸 法)

7尺(2.1m)と し、 「冠 木木戸」 の左右 の柱 は、

太 いほどよい と記 されている。

小 口側壁石積 か ら続 く土塁内部の石 積 は 「八の

字」状 に開いて 、一種の防御状 を呈 してい る。先

述 の よ うに堀 もさ らに深 く普請 し、 この よ うな

様 々の構築 か ら、総 じて防御力の強化 を図 ったこ

とが窺われ る。

高梨氏 がこの館 に入部以後、歴 史上 でみ る最大

の軍事的緊張 を察知す ると、甲斐武 田氏 の北信 濃

進攻作戦の時期であろ う。天文22年(1553)に は、

村上義清の本城、埴科郡 葛尾(か つ らお)城 が武

田氏 の包 囲網 によって 自落 し、村上氏 は高梨 氏 を

たよって越後 に亡命 した。同年 第1回 の川 中島の

戦いが行 われ、長尾氏 と武 田氏 の兵 が更級郡 八幡

原 で戦 ってい る。

弘治元年(1555)、 中野 の後背地 を領 す る山 ノ
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内地方の小島 ・夜交氏 なども武田氏の謀略のた

め、その軍門にくだっている。この前後、当主の

高梨政頼は館 ・山城(詰)を すてて、越後の前衛

基地飯山城(飯 山市)に 退去 したとみられている。

このような経過をみると、軍事的緊張の画期は

1550年 ごろと推測 される。この推論が正 しければ、

この皿期は16世紀半ばの構築かと思われる。

また、東小口と西面南小口は、東西直線上にあ

り、位置的にも同時期の構築を示唆 している。

第]V期 は人工の溝状遺構が認められるが、自然

埋没土上の遺構で、近世以降のものと想定 される。

2西 面南の小 ロ

この西面南小 口は、堀側の発掘調査 が一 部残 さ

れてい る。 これ までの調査結 果に よれば、南 より

に蓋石 を伴 った列石 による溝 があ り、中央付近 の

小 口側 壁石 積間(幅)は4.3mで あ る。 これ は京

間1尺=32.5cmで 計算 す ると、13尺=4.22mと な

り、4.3mを1尺=30cmで 割 ると、14.3尺 と計算 さ

れ る。

高梨政頼(?一1576)の 時代 と思 われる 「高梨

文 書」 に館 普請の記録が あり、大門改修 に必要 な

用材 を領 内の家臣 ・郷 村に割 り当て、城館の防御

の体裁 を整 えてい る。それに関する史料 は、つ ぎ

とお りである。

大門次第之事

門之広 サー丈三尺

一 柱一本 後(役 力、以下 同 じ)小 嶋殿之 届

一 柱一本 後上条之届

一 冠木 後夜交殿之届

一 ま くさ 後金倉之届

一 車寄 同

一 扉材木 後小 管之届

(「高梨文書」)

これ をみ る と門の形式 は冠木門で あり、小嶋氏

(山 ノ内町)・ 夜交氏(同)・ 上条(郷)(同)な

どか ら大 きな用材 を集 め、遠 くの小管(飯 山市)

か らは扉材 が寄進 されてい る。

この小 口 も遺構面 に黒色土(炭)が 広 が り、ケ

ヤキな どの炭化材がみ られた。 しか し遺構面 か ら

は、柱跡 などは検 出で きなか った。 この上層 は小

石 と砂礫で小口 が埋め られ、石積石 が抜 かれた部

分 がある。 この小 口に残 ってい た側壁石積 と、そ

れ につ づ く内部 の袖 石積 は、他の石 積 に比 べ て、

使用 されてい る石 が大 き く立派で あった。

小 口は前述の ような京間尺 ・曲尺のいずれ の基

準尺 をとって も1丈3尺 に収 まる。 よって 、 この

小 口はすで に湯本軍 一氏 が推 定 して いた よ うに、

山城 を背 に した館 の正 門(西 礼 の館)と み られ る

(「信濃高梨氏の景観復 原」)。この小 口の存続期間

は、東小口のII期 と同時期 に機能 し、あ るい は皿

期 にも使用 されたとも推測 され る。

3西 面北 の小 ロ

西面北 の小 口の発掘調査前 は、幅1m程 の狭い

通路 があって、堀 は土橋 になっていた。 この通路

の北側 には後世 の石積 があって、これ を取 り除い

て調 査 した。 この石積の裏側 には、館内 の耕地 化

に伴 って搬 出 され た と思 われ る石礫 が裏込 め とな

っていた。 ここは現代面 と遺構面だ けで 、遺構面

には大壁 の破片 、木材の炭化物、鉄 の鑓 などが検

出 されている。両側壁石積 は上部が崩落 した状態

を示 し、北側 には組合せ五輪塔の空風輪 各1個 が

落石 にま じっていた。小口の南側壁石積 は、直線

で長 さ約8m、 高 さ1mを 測 り、内部 は直角 に石

積 に連続 してい る。

北側の石積 は内部 がやや開いて積 まれ 、南側 直

角 部 との距離(幅)は3.5mで 、 中央 部 の幅 は、

3mで ある。土 塁外面 か ら1.5m入 った位 置 に門

の主柱 の礎石 が ある。面 径 は50×80cmと 大 き く、

内部の2礎 石 は、35×45cmと 小 さく、控 え柱の礎

石 と推定 され る。薬医門 ・櫓門 ・高麗門 などいず

れかの形式が想定 され る。

扉 の付 く外の主柱礎石 問は、京間尺8.5尺(2.76)

m、 曲尺9尺(2.72m)と な り、主柱 と控 え柱 礎

石 間は、1.95m=京 間1間 、曲尺6.5尺=1.95mの

計測値 を得 る。

このよ うな調査結果か ら、西面北の小 口は、正

門の南小 口の脇門 と して機能 した時期 と、のちに

正門 と して使われ、館 の廃絶時 まで それ が存続 し
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たとみられる。この小口には、このような2段 階

の時期があったと想定 される。

あるいは東小口のH期 の段階にに高梨氏が入館

して以来機能していたのかもしれないが、皿期 も

後半に至 り、この面の南門が閉鎖 されてから、こ

の小口が主門として機能 したともみられる。西面

北の小口の門の構築 も皿期以降、16世紀末までの

期間と考えられる。

ともかく焼土遺構が保存 され、埋没 していたこ・

とから、廃絶後かなりの年月を経て後世の石積が

施 されたとみ られる。

近世にふ くめたIV期の17世 紀には、中野村が江

戸幕府直轄領になり、現在の町並みの原形が造 ら

れたとみられる。そして館の西南方に中野陣屋が

設け られ、北信濃の幕府領を統括 した。その後、

館内に稲荷社が祭 られたりして、館南側の土塁を

崩 して堀を埋め、現在の通行口が造 られたと推定

される。
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第皿章 ま と め

今回の調査は、館内主要部の復元整備事業の工

事進行中に並行 して発掘調査を行った。このため、

遺跡の保護の面と拮抗する場面 もあった。

近年全国の城館跡の調査がすすみ、その成果は

見るべ きものがある。この中には、高梨氏に関係

の深い、越後上杉氏に関連する、越後府中(上 越

市)周 辺の発掘調査 もあり、1993年 度には日本考

古学会のシンポジウムも開かれ 『守護所か ら戦国

城下へ』(1994)が 刊行 されている。

これによると、越後府 中(国 分 ・府内 ・直江)

上杉氏の守護所館跡の可能性のあるとみられる遺

跡か ら、15世紀～16世紀前半の陶磁器 ・漆器など

の高級品や、16世紀初頭の京都系土師皿が出土 し

ている。このように、ここか らは高梨氏館跡 と同

時代の類品が検出されている。上杉氏の守護代長

尾氏と姻戚関係にあったとみられる高梨氏 との比

較研究が求められる。

高梨氏館跡の考古学的調査には、まだ多くの課

題が残 されている。 しか し東小口の再調査では、

少なくとも3段 階の変遷が認められた。この画期

は歴史上で知 られている高梨氏の動向と、どのよ

うに整合するか、本文で一応の見通 しを述べてた

が、 さらなる検証が必要である。

このように、戦国時代初期の奥信濃に、覇 をと

なえた高梨氏の館跡 には、多くの遺構が残 されて
たてまわ

おり、周辺の 「館回り」 を含めて、今後の検証の

積み重ねが必要と痛感される。
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1西 か ら見た東小 口

2東 面土塁の石積

(右は東小口)

3同 中央か ら北方 を見る

4 同 北の部分
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5内 部 から見た東小 口(中 央から奥第IV期 の遺構)

6小 口南側のlll期の石積(手 前と上)

7東 小 口の第ii期(手 前)

と第IV期 の遺構

(箱尺右礎石痕 の石)
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8礎 石痕の石

(裏返 しになっていた)

9外 側 から見た

第III期の東小口

10東 小 口第ll期 の

礎石現れる
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11北 か ら見た東小 口の

第ll期 の遺構面

12北 か らみた第ii期 の

側壁石積 と第1期 遺構

面の掘 り下げ

13南 から見た東小口

第1遺 構面と北側壁石積
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14西 から見た東小口

南袖石積前の中世土師皿

15同 第2面

16同 南袖石積全景
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17西 か らみた中世土師皿

(かわらけ)廃 棄坑

18か わ らけ廃棄坑の上部

19南 上 から見たかわ らけ

廃棄坑
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20か わ らけ廃棄坑 の中層

21同 下 層

22か わ らけ廃棄坑 の

掘 り方
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23西 か ら見た東小口第1期 遺構面

24 同 調査完了時

25同 東 か ら見 る
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